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る。 4月， I大変だからJと いとも簡単に委嘱研究を否決した職員会議の決定とは，いったい
何だったので、あろうか。
3. 校内組織の活性化と人材の育成
新任校長として，私がみずからに課した任務の第3の柱は，校内組織の見直しを軸とした教育
体制の整備であった。学校経営方針の明示については先に触れたが，そのほかに，全体計画と道
徳教育，特活，生徒指導，問和教育にかかわる年間指導計画を作成し，かつ，校務分掌内容と運
営委員会の役割の明確化をはかり，あわせて，懸案となっていた学校保健委員会の組織化に取り
組んだ。このような作業の中で，私が毘ざしたものは，現実に機能する活力ある組織をつくる乙
と，つまり，組織を構成する各成員が，各自の創造性と行動力を最高度に発揮することが保障さ
れるような校内組織を構築することである。乙の理念を大前提として，私は，まず既存の組織を
見直すとともに，全職員に対して，組織人としての自覚を促しつつ，全職員が意欲をもって参加
し得る教育体制づくりを進めていった。校内研修会は当然として，運営委員会，学年会，各校務
分掌部会，職員会議……，乙れらすべてが，私にとっては，職員と直接的にかかわり合う，言い
換えれば，人材を発掘し，育成する，大切な教育の場でもあった。とくに，校長，教頭，教務お
よび6人の学年主任によって構成される運営委員会は，学校運営の要ともいうべき重要な組織で
ある。現任校においては，前述のとおり， 6人の学年主任のうち， 4人までが職員団体員であり，
彼等をして，学校運営l乙協力せしめ得るか否かが，学校運営の成否を握る鍵となっていた。なぜ
なら，学年主任の意思は，学年全体の意思決定に多大の影響力を持つのが一般であり，かつ，乙
の4人は，職員団体員の常として，個人としての内心の思いはともかくとしても，公的な場では，
つねに一致した意見を表明し，一致した行動をとることが明らかだったからである。彼等は 4人
とも，主任制反対闘争の落とし子である「主任手当」を職員団体に拠出している。乙の乙とは，
彼等が，主任の役割を連絡・調整に止め，指導・助言の機能を排除することを是とする立場をと
っていることを意味する。乙の考え方の延長線上には，直接民主主義の主張とあいまって，運営
委員会不要論が存在した口私は，運営委員会の活動を通じて，運営委員たる学年主任を良き組織
人として育成し，さらに彼等をして，学年に属する一般職員lζ対する良き指導者・助言者たらし
め，もって，本校全体の教職員の資質，技能の向上をはかる方針で臨んでいた。したがって，主
任制をめぐる上記のような考え方は，私の経営方針にとって，障害となるものであった。このよ
うなものとしての「主任」を包摂することが，運営委員会の役割の限界を示すものなのか，それ
ともこれは，管理者側の対応し 1かんによっては破られ得るべき壁であるのかは，いま，にわかに
結論づけることは困難である。おそらくは，今後の実践の積み重ねの中で，なんらかの見きわめ
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をつけ得る時がくるのではあるまいか。冒頭に述べたように，本校の職員団体は，職員団体員を
差別しない乙とを条件仏学校運営iζ協力することを約束していた。この r協力J とは，いかなる
意味・内容を持つのであろうか。答えはまだない。ともあれ，私は，現在，運営委員会の質の向
上を目ざして，かなり大胆に私の経営姿勢を示し，協力を呼びかけている。そして，彼等も，そ
のことの持つ意味の重大さについて，真剣に考え始めている。いうまでもなく，学校は子供のた
めにある。子供ーたちのためにどんな学校にすべきなのか。どんな教師を育てていかなければなら
ないのか。誰がそれをするのか。はたして職員間に本質的対立は存在するのか。一一こういった
問いかけの中で，彼等が，いま，真剣に考え始めていることだけは確かである。
おわりに
勤務条件は労働の論理によって，そして，教育条件は教育の論理によって規定される。相互に
重なり合う部分はあっても，両者は本質的には別のものである。したがって，管理者は，職員団
体との「交渉J においては，つねに，勤務条件にかかわりのある事項に限定されるべきことを明
確にしたうえで， F話し合しidJ Iζ応ずるべきものであると考える。また，職員会議，運営委員会
等においては，教育条件の向上iζ籍口した労働の論理に基づく主張と，教育の論理lζ基づく主張
とを峻51]しつつ運営に当ることが極めて大切である。だが，合法的で、正常な職員団体の活動は正
当に評価するとともに，職員団体の成員を含めた職員全体の専門職業人としての資質を向上させ
ていく指導は，粘り強く繰り返していくべきであろう。これは，もちろん， 職員団体活動への
“不当な介入"などではあり得ない。すべての教職員について，それぞれの具体的状況に即して，
適切な指導を行うことの必要性は，つねに存在する。育てないでよい教師は一人もなく，育てる
乙となくして良い教師は生み出し得ない。乙のあまりにも当然、のことが，いままさに，教育現場
では，とくに職員団体とのかかわりにおいて，もっとも強く求められているのである。
半月ほど前，県教育委員会および市教育委員会合同の学校訪問があった。この訪問を受けるに
あたって，私は二つのことを全職員に告げた。一つは，本校の子供たちが，良い教育を受けてい
るということを教育委員会に知らせたいこと，そして，もう一つは，大勢の指導主事を迎えるこ
の機会を，本校職員のプロとしての力量を高める研修の場として活用してほしいこと一一乙の二
つである。そして，現在の教育課題に応える授業づくりのチェックポイントをプリントにして配
布し，かっ，全職員から提出された指導案の事前指導も行った。このプロセスを通じて，校内に
は，子供たちのために，そして教師としての自分自身の資質向上のために，より良い授業づくり
をしようとする気迫と熱気が横溢していった。当日，教育委員会側からいただいた講評は身に余
るものであったが，その中で， i先生方のしなやかな豊かさと，子供に対する姿勢の優しさに心
打たれたJとの言葉を耳にしたとき，私は，腕の中に，熱くこみあげてくるものを押さえかねた。
着任以来8カ月，ようやく一つの坂を越えたとの患いが深かった。と同時に，おそらくは決して
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平坦ではないであろう今後の道程に，身の引きしまる患いを新たにしたことであった。
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